保護者様

致各位家长

                                    　　　　　　　　　　    (            )市町等教育委員会
　　　　　　　　　　                          　                    (  　　　　  )市町等教育委员会
　　　　保護者へのお願い(日本の義務教育諸学校で学ぶことについて)

致各位家长（关于在日本的义务教育机关的学习事项）
日本における義務教育の学校に入学されるにあたり、お子さまの学校での活動や学習等についてご注意いただきたいことをお知らせいたします。必ずお読みいただき、内容によって必要であれば、お子さまや会社の雇用主および通訳担当者にも連絡し、理解を得ておいてください。

在进入日本的义务教育学校之际，向各位家长就关于孩子在学校的活动以及学习时的注意事项等进行说明。敬请各位家长详细阅读。必要时请与您的孩子，公司负责人以及翻译人员联系，理解各项内容。
○　編入学について

・公立の義務教育の小中学校では、文部科学省が定めています教育課程の基準に基づいた学習が、すべて日本語で行われます。

・学校によっては、日本語が分からない子どもたちのために、一週間に数時間、日本語や日本での生活について教える先生がおられますが、その先生たちも日本語しか話せません。

□お子さまが入学される学校には、その先生はおられます。

□お子さまが入学される学校には、その先生はおられません。

· 編入学する学年は原則として学齢相当の学年になります。しかし、日本語が分からない場合、一時的に学齢以下の学年に入り学習することもあります。

○　关于中途入学（插班）
·公立义务教育机构的小学，初中，均使用日语进行文部科学省规定的教学课程基准内容的教学。
·有的学校，有为不懂日语的孩子进行一周数小时的日语指导以及日本生活指导的老师，但是这些老师也只会说日语。

□孩子入学的学校里，有日语指导老师。
□孩子入学的学校里，没有日语指导老师。

·中途入学原则上插班到相应年龄的年级。但是，在不懂日语的场合，也有可能暂时进入低年级学习。
○　学校での生活について

・お子さまが日本の文化を理解するのにかなり時間がかかると思います。また、日本の先生や子どもたちにとっても、あなたの国の文化を理解するのに時間がかかると思います。互いに違いは違いとして正しく認め、共に理解し合って楽しく学校生活が送れるように学校も努力します。御家庭においてもお子さんの健やかな成長のために、お子さんの様子を常に見ていただき、気づいたことはすぐに学校へ連絡いただくようお願いします。

・編入学当初は、わからないことばかりで、お子さまは非常に疲れます。保護者の方の日本への適応も大変だと思いますが、このことについて十分ご留意ください。

・日本の学校では給食があることがあります。お子さまが食べられないものがあったり、アレルギー体質であったりする場合は、必ず学校へ連絡してください。

□お子さまの入学される学校は、給食があります。

□お子さまの入学される学校は、給食がありません。

○关于学校生活

·理解日本的文化，孩子需要花费相当长的时间。同样，日本的老师和同学也需要花费相当长的时间来理解你的国家的文化。学校将努力使大家互相尊重对方的不同之处，相互理解，共同愉快地度过学校生活。为了孩子的健康成长，在家中也请不断地注意孩子的情况，如有担心之处，请马上和学校联系。
·刚插班时，孩子将面临很多新的局面，会非常疲劳。这时候，家长同样是面临适应日本生活的非常时期。在这特别时期，希望家长一定留意这些情况，对孩子多加关心。
·日本有的学校提供伙食。孩子有不能吃的食物或过敏性体质的场合，请务必通知学校。
□孩子入学的学校供应伙食。

□孩子入学的学校不供应伙食。

· ○　学習や進路について

· ２、３年で帰国される予定であっても、お子さまが言葉やハンディーを乗り越えて、学校でがんばって学べることはとても価値のあることです。たとえ学ぶ内容が、日本の歴史や地理であっても、学ぶ力や生きる力がお子さまにつくでしょう。そして、帰国されてもそのことが貴重な体験になるでしょう。お子さまの将来のために、日本の学校で学ぶことの意義を十分に教えてください。

· お子さまが学校で学習される教科等については、別に渡される「編入学される児童生徒と保護者のみなさまへ」をお読みださい。

· 日本の高等学校へ進学を希望される場合は、入学者選抜試験があります。教科は、国語、数学、社会、理科、英語です。日本の子どもたちとほぼ同じ条件で受けることになります。(特例もあります。)

○ 关于学习、升学

   ·即使预定两、三年后回国，孩子在日本的学校克服语言等障碍，努力学习的经验也具有很大的意义。学习内容即使是日本的历史、地理，也有助于提高孩子的学习能力和生活能力，回国后也将成为孩子的宝贵经验。为了您孩子的将来，请教育您的孩子，让孩子了解在日本学校学习的重要性。

·有关孩子在学校学习的科目等内容，请阅读「致中途入学的儿童及家长」手册。
·如果想进入日本的高中学习，必须参加高中入学考试。考试科目为语文(日语)，数学，社会，理科，英语。将和日本的孩子一样接受同样内容的考试。（也有例外。）
○　言葉について

· お子さまの第一言語(その言葉で物事を考える)は、10～11才頃前後に自然に決まってしまいます。お子さまが、母語を十分に読み書きできない状態で日本にこられた場合、たとえば3年で帰国される時には、日本語も母国語もどちらも十分にできない状態になることがあります。このことは、お子さまの人格形成にも大きく影響を与えることもあります。お子さまが、母国語を忘れないようにしていただくことがとても大切です。お子さまが自分の国の文化(母国語)を愛することは大切なことです。帰国後のお子さまの将来も十分に考えて、ご家庭で母語の読み書きをしっかり教えることは、保護者としての義務であると言えるでしょう。
○  关于语言 

    ·大约在10~11岁左右决定孩子的第一语言（用此语言思考事物）。如果您的孩子在还不能读写母国语的时候来到了日本，即使3年后回国，也有可能发生日语，母国语双方都不懂的情况。这也将有可能影响培育您孩子身心的健康成长。让孩子不忘母国语，爱祖国的文化（母国语言）非常重要。为了您孩子回国后的将来，请在家中教孩子读写母国语，可以说这是家长应尽的义务。
○　学校不適応や問題行動について
· 言葉や学校での学習がうまくいかなくて、学校に行けなくなったり問題行動を起こしたりする外国籍のお子さまもおられます。

· お子さまの家での様子などで気になる状況等がある場合は、すぐに学校へ連絡してください。また、このようにならないように、日頃からお子さまと十分にコミュニケーションをとるように心がけてください。

○  关于不适应学校生活及不恰当行为
    ·因无法顺利地适应语言及学校生活，有发生不去学校等不恰当行为的外国藉的儿童。

    ·如果孩子在家的样子有担心之处，请马上和学校联系。另外，为了避免发生这样的情况，请平时多关心孩子，多与孩子交流。
○　学校との連絡について 
· 学校へ連絡することがある場合は、県や市町村の相談員・適応指導員などや、会社におられる通訳の方にお願いしてください。

· 学校は、毎朝、子どもの出欠席を確認します。お子さまが病気等で遅刻をしたり欠席をする場合は、必ず学校へ連絡してください。連絡がないと、学級担任が最悪の状態を考えて、御家庭に電話をするか、家庭訪問をしたりすることになります。
・ 学校からお子さまを通して様々な連絡文書が渡されます。必ずお読みください。
○　关于和学校联系
    ·有事与学校联系时，请通过县，市町村的咨询员·生活指导员，或公司的翻译和学校进行联系。

    ·学校每天早上确认孩子的出席情况。孩子因病等原因而迟到缺席时，请务必通知学校。如果不通知学校，以防万一，班主任可能会给家长打电话，或进行家庭访问。
    ·请务必阅读学校让孩子带回的各种联络事项的通知。
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